





























































































































心で煌めく善・美・愛という主題は、彼ら 探求心や努力のモチベーションを高め、彼らの熱弁を誘う。アッタール 時代には既にイスラーム神秘主義 世界を謳った作品も存在しため、幼かったアッタールも美 顕現た 真なる存在
（＝神）
に

















































澄みきった心的境地が描写さ ている。二作目の『神秘 書』執筆中に父の死と対峙 ことや 先に引用したその時の父子の会話の内容から判断しても、まだアッタール自身は真実の探求に彷徨っていたことは明白である。よって、 『神 書』執筆時にはまだアッタール自身、イルファーン的な心的境地を体験するに到底至っては なかったのである。
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ト帽を被ったその狂人はたいへん悲痛な様子で王に気づきもしないため、マフムードが理由を訊ねると「あなたもこのフェルト帽を被っていたなら、私の悲しみがわかったかもしれない。でも、王様のような贅の帳 奥で育った方にはわ りっこさ」と答える。 （第七章第九話）　　
スルタン・マフムードが狂人の脇に座ると、その狂人は目を






















あ、この地獄行きのしるしをきれいに洗い流すべく、人々に対しておこなった不正や悪を償いなさい」と言う。ハールーンはこれを聞いて恐れ、 「私はイスラーム教徒で、イスラームの教えを信じ いる。なぜ地獄に行かなければならんの ？」と言う。ブフルールは「あな のこの世での行いは地獄に行った人間らの行いと似て （＝あなたはこの世で罪を犯してきた）と答える ハー ン 我が家系 預言者ムハンマドに遡る」と言う。す と 即座にこう答える。 「クルアーンに『最後の審判 日にありと らゆる血筋や家系は消える（＝最後の審判の日に血筋や家系は価値が くなり、人々の生前の行いのみが重要となる） あるの 知 ないのですか。 」　
ハールーンはこれを聞くと反論する。 「貧しいブフルールよ、
人間は預言者ムハンマドの「とりなし」に望みを繋いでもよいと聞いたことはないのか？」ブフルールはこの言葉も受け容れず、こう言う。 「神の許可なくしては預言者であろうととりしはできな のを知ら ですか？」　
ハールーンはこの言葉を聞いていたく気落ちし、軍隊にこう




















いた。人々が 「なぜ誰とも言葉を交わさないのか」 と訊ねると 「ここには私と語れる人などいないし、私が答えを求める人もいない」と答える。 （第七章第一三話）



















もらうため」と答える。 「神に心などあると思うとは正気の沙汰ではない」と指摘された狂人は、 「神こそが偉大ですばらしい。心がないとは何を言うか」と反論する。 （第九章第七話） 。　
狂人ブフルールが塞いでいた時、信仰あつき男の妻が丸焼き





















この世は通過点にすぎない。人間がどれほど長く生きようともその場を去って次の人にゆだねなければならない日は必ず訪れる。 れはチェス盤上でも起こることである。 の駒も別の駒に場所を譲ることが起こりうるからである。この世も同じ。一人が去り、別 人がその場所を占める した って、こ 世に、自分のいた場所に執着してはならず、通過していか ければならないのである。
　
ある人が狂人に訊ねた。 「あなたは神の御業をどう見ます





















たに狂い、しばしあなたと同じ館にいました。でも、あな と私はその館に収まりきらなかったので、あなたの命にしたがって私が家を出たのです。 」 （第一二章第五話）
神と結ばれ一体化し消滅の境地に至ることを理想とする神秘主義道においては、 「我々」 「我」という概念について語 ことは罪である。心が常に神とともにあることが大切である。⑤ただひたすらに（神を）恋うべし
　
ある人がマジュヌーンにライラーについて何を語るのか訊ね




















































ばりと口にするのは、 なんといっ も彼 が「欺瞞を嫌う」 「誠実である」という特徴を兼ね備えている とによ 。よく「子供は正直」 言うが、アッタールは「狂
ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人」に































































ある人が自分の思いを自由に述べることは難しく、相当な勇気を必要とする。理性が働く限りそ 豪胆さあるいは図々しさは通常表出しづらくなるもので る。自分の考えを自由に述べると命の危険に晒されるということを身 まされていたアッタールは、より 由に自分の思想信条を言葉で表現るため、そして危険から身を守るため、理性 制御されない「狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」に着目し、自分の心の赴くままに言葉
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thīr, vol.11, pp.222, 230, 234, 236.
8　
P
ūrnām
dāriyān, p.5.
9　
 L
oghatnām
e-ye D
ehkhodā.
10　
元来マジュヌーンは「ジンに憑りつかれた者」を意味する。ジンはイ
スラーム世界で広く知られている超自然の存在で「精霊」と訳されることもある。
11　
これ以降すべての説話は
ʻA
ṭṭār-i N
īshābūrī, ed.by S
hafi
ʻī K
adkanī, 
M
oḥam
m
ad-reżā, 2008
からの引用であり、和訳は筆者の試訳である。
12　
世界に普く知られるペルシア詩人オマル・ハイヤームの 『ルバイヤート』
にも、神の延々と繰り返される御業に対する描写が見られるが、この説話の「狂人」ほど批判する口ぶりではない。
理性が讃える酒盃がある
　　　
理性はその額に慈愛に満ち溢れた接吻をする
この運命の陶工はこれほどに見事な盃を
　
作ってはまた地面に叩きつける
　
　
13　
この説話は、ハーフィズのガザルの次の一句を彷彿とさせる。おお、大志を抱き世界の果ての聖木にとまる鷹よ苦労に満ちるこの世の片隅は、お前の居場所ではないはず…（ガザル三一）
このガザルについては、佐々木二〇一一に詳述。
14　
ハイヤームの作品は退廃的な刹那主義の象徴として明治時代に日本に
紹介されたが、 「今この瞬間を大切に生きよう」というメッセージが込められた、生きる勇気を引き出してくれる作品である。ルバーイーを二つ挙げておこう。
君の人生の一瞬ごと齢
よわい
が過ぎゆくならば
 
ただひたすら幸せに生きよ
気をつけよ！
　
現世で大事なのは人生
 　
楽しく生きるかどうかは自分次第
生命という隊商はなんと早く過ぎ去ることか
　
 
 
 
 
 
この一
ひととき
瞬を楽しみ、幸せに生きよ
酌人よ、なぜ同席者の明日の憂うるのか？
　
 
 
 
 
 
酒盃をもて！夜は更けゆく
15　
ハーフィズの抒情詩にも、 「自由人」に憧れる、次の一節がみられる。
　
 
 
私は、巡る蒼い天の下、浮世のいかなる色にも
 
染まらず 自由である者に憧れる下僕
 （ガザル三一）
16　
L
oghatnām
e-ye D
ehkhodā.
17　
純然たるペルシア語表現としては
farzānegān-e dīvāne-nam
ā
あるいは
shūrīdegān-e farzāneh
などが挙げられる。
(S
iyāh-kūhiyān, p.123.)
18 　
L
oghatnām
e-ye D
ehkhodā.
19　
リンド（レンド）については、佐々木二〇〇一に詳述。
20　
代表的な例として、前出のアイヌルクザート、スフラヴァルディーと
いった神秘家の名前を挙げることができる。また、その最たる例が、イスラームの公教的側面に拘束されないスーフィーであったハッラージ
( Ḥ
allāj, 
A
būʻA
bd A
llāh Ḥ
usayn ibn M
anṣūr 九二二年没
) といえる。
